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卒業予定の学生に対して在学中に内定を出し、卒業後

すぐに勤務させる。日本では、この新卒一括採用方式

が長年定着してきた。将来のリーダーやコア人材の育

成に向いている他、組織の活性化が期待できるなどメ

リットは多いが、採用時期が大多数の企業と重なるた

めコストも手間もかかるのが難点。学生にとっても、

就職活動が早期化・長期化することによる学業への影

響が懸念される他、雇用のミスマッチを引き起こすと

いった問題点があり、見直しの機運が高まりつつある。

そうした流れの中で、世界的な消費財メーカーである

ユニリーバの日本法人が、ユニークな新卒採用制度を

導入した。大学１年生から応募することができ、内定

後から入社までは最大２年間の猶予期間を設けることができる。つまり、早めに内定を獲得して学業に力を注ぐことや、海外留

学をすることもできるというわけだ。

エントリーシートを廃止し、応募はもちろん通年。しかもオンライン受付のため世界どこからでも応募可能。どの企業も欲しが

る優秀なグローバル人材を、早期から確保したいという意図が透けて見える。選考も、ゲームを活用したりデジタル面接で課題

を出題したりして、能力だけでなく性格、考え方の傾向を測定し、同社とのマッチングを見極めていくという。まさに、ポテンシャ

ル採用の進化型であり、今後の新卒採用のスタイルに影響を与えるだろうことが予想される。
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税理士の

大阪事業部　片山宏晃

現在日本の多くの企業で新卒一括採用が行われています。採用時期が年に一度であり入社時期も同じであるた

め、その後の人事管理や新入社員の教育も行い易く、日本的経営の強みでもある終身雇用制度や年功序列制に

繋がっています。

反対にデメリットとしては、その時期を逃してしまうと学生側も企業側においても採用の窓口が少なくなると

いうことも挙げられます。上記のように今後は採用方法が多様化するかもしれません。



経営幹部が身につけるべきコーチングスキル

コンサルの

コーチングとは「部下自身に考えさせて答えを引き出すこと」ですが、忙しく時間がな

いときや部下からなかなか答えが出てこないときは、ついつい答えを教えてしまう

（ティーチング）になってしまいがちです。

そんなときは「指示」ではなく「提案」をしてみてください。上司のあなたが「提案するも

のの、採用するかどうかは部下に任せる。」というスタンスをとることで、部下の自発

的な行動や能力を引き出すことにつながります。
中小企業診断士　岸田成弘

コーチングスキルは、「信頼関係を作る力」と「個人の行動を促す力」に分類することができます。

コーチングの際に必要なことは、まず相手との信頼関係を作ることです。部下は、上司に対して「認めてくれない」「話を聞いてくれ

ない」「理解されていない」などの感情を一旦持つと、なかなか心を開こうとはしません。したがって、コーチングでは信頼関係を築

き上げることからスタートします。

信頼関係が出来たら、質問などのスキルを駆使して部下の本音を探りながら、部下に気づきを与え自主的な行動を促していきます。

信頼関係を作る力

観察する・理解する
・部下やチームメンバーのことをよく
観察し、部下の考え方や行動を理解
することができる

ベーシング・共感する
・頷きや合の手など相手に合わせたコ
ミュニケーションを図り、相手に対す
る共感を示すことができる

ニュートラル
・話し手の問題であることを意識し、自
分の主観で意見を言ったり、感情的
になったりしない

傾聴
・本人が「何を言いたいのか」に集中し、
途中でさえぎったりせずに、最後まで
聞くことができる

承認
・部下やチームメンバーの存在や行動
を承認し、モチベーションを高め信頼
関係を築く

行動傾向
・部下やチームメンバーが現実派、社
交派、友好派、理論派のどのタイプで
あるかを把握し、行動傾向に合わせ
たコミュニケーションを図ることがで
きる

個人の行動を促す力

質問
・部下やチームメンバーに深く考えさ
せ、新しいアイデアを引き出したり、
気づきを促す質問ができる

核心を突く質問
フィードバック

チャンクアップ
チャンクダウン

・部下やチームメンバーを本気にさせ、
確実に行動を起こさせるための核心
を突く質問やフィードバックができる

・部下やチームメンバーのゴールをイ
メージ化させることでモチベーショ
ンを高め、その後、行動レベルに詳細
化する質問ができる

アドバイス
・目標が達成できるような的確なアド
バイスをタイミングよく行うことがで
きる

コーチングステップ
・部下やチームメンバーの目標達成の
ためのコーチングのステップを理解
し、実践できるようになる

グループコーチング
・部下を組織・チームに巻き込み、
自らの役割を認識させ、行動を促す
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